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履 修 時 間：学生１名あたり1時間









評 価 方 法：Ａ．家庭訪問技術について「入室時のマナーⅠ」，「入室時のマナーⅡ」，「感染予防」，「退室時のマナー」
Ｂ．在宅酸素療法について「安楽な体位」，「バイタルサイン測定」，「HOT管理・ケア」，「在宅酸
素療法に関する日常生活指導」以上，評価大項目（８項）に相対させた評価小項目（５項：具体的な実践
内容）における５段階別評価を教員，対象者双方で実施した。評価表記載方法については実習終了直後，
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同一教員が対象者へ個別に説明を行った。また評価表最下部に設けた「学生コメント（自由記載欄）」は
対象者の任意で記載して貰えるよう配慮のうえ説明し，記載あり「学生コメント」は内容分析をおこない
カテゴリーを抽出した。
　尚，本報告は，2020年10月度の実習日（５日間）に履修を修了した対象者，総計31名の結果を報告す
る。
Ⅲ．結果
１． 評価対象者：31名　A.平均点：18.9点/20点，B.平均点：17.7点/20点，合計平均点：36.6点/40点
２．「学生コメント（自由記載欄）」：記載あり31名，記載なし０名
　４カテゴリー：【緊張する】，【マナーを守る】，【HOTの管理・異常時の対応】，【ケアの実施を忘れる】
Ⅳ．考察
１．単純集計を継続し，うち得点率の低い項目がみられた場合，教育内容や方法について再検討することが必要であ
る。
２．【緊張する】田村ら２）は，訪問看護実習での学生の緊張度は高い，と指摘している。ある程度の緊張感を持ちつ
つも，学修成果を発揮できる環境を作ること，また学生の緊張感を緩和させることを意図した教員による働きかけ
は必要である。
　　【マナーを守る】東海林ら３）は，在宅看護実習における実習指導上の困難に学生が「マナーができない」と指摘
している。在宅看護の実践を可能とする必要条件に家庭訪問技術の実践，すなわち療養者とその家族等との信頼関
係の構築に向けるための十分条件であると言える。今回の実習により，対象者はマナーを実践することの難しさを
学修する機会と成り得る可能性が示唆された。
　　【HOTの管理・異常時の対応】医療機器の「異常」は療養者の生命に直結する。依って，療養環境における医療
上のリスクに限らず家族関係上のリスク，さらには災害時のリスクを見据えられる専門性や多職種連携の重要性を
学ぶ機会と成り得る可能性が示唆された。
　　【ケアの実施を忘れる】プライベートな空間は多様である。依って，療養者とその家族等を取り巻く環境や生活状
況は常に変化する。連続的に観察できたことを複合的にアセスメントし，また臨機応変に対応することの難しさを
実感できる機会と成り得る可能性が示唆された。
Ⅴ．限界と今後の課題
　本報告は，全履修対象者の一部の学修効果に対する報告に留まっている。今後も学修効果の検証等を進める必要があ
る。また今回の履修対象者は３年次の演習においてTEIJIN社によるHOTの体験演習，家庭訪問技術のロールプレイ演習
に取り組んでおり，今後は在宅看護学各科目の授業との関連性や連続性に関する学修効果についても明らかにしていき
たい。
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